
 

 

報道資料 

令和 6年（2024年）１２月１８日 
 

第 3次熊本市農水産業計画（素案）に関する 

パブリックコメント結果について 
 

 

本市で策定中の第 3次熊本市農水産業計画（素案）について、広く市民の意見を聴取し、

計画策定に反映させるため、「熊本市パブリックコメント実施要綱」に基づき第 3次熊本市

農水産業計画（素案）に関するパブリックコメント実施しましたので、その結果をお知らせ

します。 

 

 

 

募集期間       令和 6年（2024年）10月 3日（木）～11月 1日（金） 

 

 意見提出人数及び件数 6人、11件 

 

 意見募集結果公表期間 令和 6年（2024年）12月 19日（木）～ 

令和 7年（2025年）1月 31日（金） 

 

 公表する内容     提出された意見と、それに対する市の考え方 

 

公表方法       熊本市ホームページ掲載 

            農業政策課、農業振興センター、東農業振興室、河内農業振興室、

南農業振興室、水産振興センター、区役所総務企画課、まちづく

りセンター（中央区まちづくりセンターを除く。）、中央公民館、

中央区まちづくりセンター大江交流室、中央区まちづくりセンタ

ー五福交流室、河内まちづくりセンター河内交流室、河内まちづ

くりセンター芳野分室、城南まちづくりセンター城南交流室、総

合保健福祉センター及び地域コミュニティセンターでの縦覧 

 

 

 

 

 
【問い合わせ先】 

農業政策課（328-2403） 

課長：中熊 

担当：中野、岩崎 
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提出されたご意見とそれに対する本市の考え方 

 

 項目 ご意見等の内容 本市の考え方 
対応 

内訳 

Ⅱ 

熊
本
市
の
農
水
産
業
を
取
り
巻
く
状
況 

１ 

農
水
産
物
の
生
産
等
の
状
況 

 

熊本市で農業が盛んなことが、市民に

あまり知られていないように感じてい

る。もっと PR できるように、わかり

やすいパンフレット作成や SNS を活

用した情報発信などに力を入れてもら

いたい。 

 

 

本市が誇る農水産業の PR について、

一層取り組んでいきます。 

なお、ご意見に関する取組について

は、「3-2-1多様な媒体を活用した情

報発信と交流促進」に記載しており、

具体的な事業を実施する際の参考に

させていただきます。 

 

対応２ 

（既記

載） 

 

熊本市が全国有数のノリの産地である

と初めて知りました。とてもすごいこ

とですが、多くの市民は知らないと思

います。熊本が誇るノリをもっとPRし

ていくべきではないでしょうか。 

  

 

本市が誇る農水産業の PR について、

一層取り組んでいきます。 

なお、ご意見に関する取組について

は、「3-2-1多様な媒体を活用した情

報発信と交流促進」に記載しており、

具体的な事業を実施する際の参考に

させていただきます。 

 

対応２ 

（既記

載） 

４ 

気
候
変
動
の
状
況 

 

温暖化の影響により果樹栽培が難しく

なってきているので、対策を考えてほ

しい。 

 

農水産業は気候変動の影響を特に受

けやすい産業であり、各種対応策の推

進が必要と認識しております。 

ご意見に関する取組については、「1-

1-2 安定した農業生産・集出荷の推

進、鳥獣対策の強化」において記載し

ており、国・県・関係機関等と連携し

ながら、栽培品目や技術について研究

するとともに、耐暑性品種等への転換

や栽培技術の普及等の対策も進めて

いきます。 

 

対応２ 

（既記

載） 

６ 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム 

戦
略
等
の
策
定 

 

 

CO２ゼロエミッションやイノベーシ

ョン、PDCAサイクルについて、用語

解説集に加えてほしい。 

 

 

ご意見を踏まえ、用語解説集に追記し

ました。 

 

対応１ 

（補足 

修正） 



2 

 

Ⅴ 

実
現
に
向
け
た
課
題
と
必
要
な
取
組 

１ 

競
争
力
の
高
い
農
水
産
業
の
振
興 

 

スマート農業を導入するためには、費

用が高額になるので、支援をお願いし

たい。 

 

 

ご意見を踏まえ、スマート農業技術の

導入にあたっては、補助事業も活用し

つつ、導入を計画している農業経営体

の状況も踏まえた支援に取り組んで

いきます。 

 

対応４ 

（事業 

参考） 

 

近年、全国的にシカによる農業への被

害が増えていると聞きます。この計画

にはシカについての記載はないようで

すが、熊本市では大きな被害は出てい

ないのでしょうか。 

 

 

現在のところ、本市におけるシカの農

業被害は把握していませんが、今後、

被害発生も懸念されますので、シカに

おいても総合的な鳥獣被害対策を推

進していきます。 

 

対応３ 

（説明・

理解） 

 

日本の農業を持続可能なものとしてい

くためには、若手農業者の確保が重要

です。計画にも新規就農者の確保・育成

の支援について記載がありますが、安

定した担い手の確保には親元就農が有

効だと思います。国の制度では、新規就

農の形態の 1 つである親元就農は手厚

い支援の対象外となることもあるよう

なので、市の支援も検討してほしい。 

 

 

農業の技術習得にあたっては熟練者

による丁寧な指導が欠かせないこと

から、新規就農のうち親元就農は、営

農定着しやすく有効な就農形態と認

識しております。 

ご意見については、具体的な事業を検

討する際の参考とさせていただきま

す。 

 

対応４

（事業 

 参考） 

２ 

し
な
や
か
で
強
い
経
営
基
盤
の
確
立 

 

大型機械を使用できるほ場づくり、最

低でも 1ha単位、経営としては 50ha

単位の農業経営を可能とすること。土

地の境界は座標管理とし、自由に使え

る広い耕地を作ること。 

 

 

基盤整備事業については、立地条件や

水利条件等を勘案し、各地域の意向を

踏まえて区画を決定していますが、農

業経営における生産コスト縮減や担

い手への農地利用集積を図る観点等

から、ほ場の大区画化を推進すること

は有効と考えております。 

ご意見については、事業を実施する際

の参考とさせていただきます。また、

整備後の農地の境界については座標

で管理しております。 

 

対応４

（事業 

 参考） 

 

干ばつに強い条件整備、すなわち、農業

用水確保を図ること。 

 

 

農業に水は欠かせないものであり、農

業用水の確保に向けて、基盤整備事業

における用排水施設の整備や、老朽化

した施設の保全・管理に努め、計画的

に更新を行っていきます。 

ご意見に関する取組については、「2-

2-1 農地及び土地改良施設の整備・

保全の推進」に位置付けております。 

 

対応２

（既記 

載） 
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Ⅴ 

実
現
に
向
け
た
課
題
と
必
要
な
取
組 

２ 

し
な
や
か
で
強
い 

経
営
基
盤
の
確
立 

 

既存の農地の現況調査を全体的に行う

こと。その後、総合プランを樹立する。 

 

 

地域の皆さんの話し合いのもと、各地

域で農地の現状を把握し、将来の農地

利用の姿を明確化する「地域計画」の

策定を推進しています。 

ご意見に関する取組については、「2-

1-2 経営安定対策の推進」に位置付

けております。 

 

対応２

（既記

載） 

３ 

農
と
食
の 

魅
力
創
造 

 

地産地消フェアや水産物フェアはいつ

開催しているかわからないので、わか

りやすく周知してほしい。 

 

 

これまで、市ホームページや

Instagram 等の SNS、テレビ CMや

番組、新聞、ラジオ等の複数の媒体を

用いて周知を行ってきたところです。

今後、より分かりやすい周知方法を検

討してまいります。 

対応５

（その

他） 

 



第3次熊本市農水産業計画(素案)【概要版】

３． 施策体系、成果指標

１ 計画の背景・目的

第1次産業である農水産業は、私たちの健康で充実した生活の基礎となる良質な食料等を安定的に
供給するとともに、生産から消費までの各段階において多様な産業と結び付き、地域経済の中で重要な
役割を担っています。

また、農水産業は、産業的な役割だけでなく、国土の保全や水源のかん養、自然環境の保全、良好な
景観の形成などの「多面的機能」の発揮を通じて私たちの生活を豊かなものにしてくれており、さらには、
農地や漁場、農水産業関係施設の一部は地域の防災・減災にも寄与しています。

本市にとって重要な農水産業の振興を図るため、農水産業を取り巻く状況を踏まえつつ、農水産業
振興施策の方向性とともに具体的な取組を明確にし、施策の着実かつ効果的な実施につなげていきます。

1. 計画の基本的事項

２ 計画の位置づけ

熊本市第8次総合計画の理念や目標の実現に向けた【分野別計画】 として策定し、国県の農水
産業関係の各種計画とともに本市が策定する関連計画等との連携を図ります。

2. 計画の理念

活力と魅力に満ちた持続可能な農水産業の振興
経営向上に挑戦する農漁業者を応援するとともに、安全・安心で良質な

農水産物を国内外にアピールし、農水産業の持続的発展を目指します。

1 将来方向

目標１ 競争力の高い農水産業の振興
〔ポイント〕 スマート農業の取組の拡大、有害鳥獣対策、環境の

 変化に対応したノリ養殖業の推進、漁業資源の回復

目標２ しなやかで強い経営基盤の確立
〔ポイント〕 多様な担い手の育成・確保、農地の集積・集約

目標３ 農と食の魅力創造
〔ポイント〕 生産者による価格設定の自由度が高い販路の開拓、

 輸出促進、SNSなどを活用した情報発信力の強化

2 施策の目標

熊本市第８次総合計画

第
３
次
熊
本
市
農
水
産
業
計
画

国
県
の
農
水
産
業

関
係
計
画
等

市
の
農
水
産
業

関
係
計
画
等

市
が
策
定
す
る
他
分
野
の
関
連
計
画
等

4 計画期間 令和6年度（2024年度）から令和13年度（2031年度）までの8年間とします。

活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
持
続
可
能
な
農
水
産
業
の
振
興

目標1
競争力の高い

 農水産業の振興

目標2
しなやかで強い
経営基盤の確立

目標3
農と食の魅力創造

施策 1-1-1

スマート農業なども活用した、良質な農産物
の生産の振興

施策 1-2-1

環境の変化に対応した養殖漁業の推進

施策 2-1-1

担い手の育成・確保の推進

施策 2-2-1

農地及び土地改良施設の整備・保全の推進

施策 3-1-1

国内外における販路の開拓・拡大

施策 3-2-1

多様な媒体を活用した情報発信と交流促進

基本方針 1-1 

地域の強みを活かし、
生産性向上と持続性を
両立する農業の推進

基本方針 1-2

獲れる・稼げる水産業
の推進

基本方針 2-1

安心して続けられる経営
の確立

基本方針 2-2

災害や環境変化にも
対応した生産基盤づくり

基本方針 3-1

くまもとの魅力あふれる
農水産物のブランド化

基本方針 3-2

農水産業への理解の
醸成

施策 1-1-2

安定した農業生産・集出荷の推進、
鳥獣対策の強化

施策 1-1-3

環境に配慮した農業と安全・安心な農産物
づくりの推進

施策 1-2-2

資源管理・回復の推進

施策 2-1-2

経営安定対策の推進

施策 2-2-2

漁場及び漁港施設の整備・保全の推進

施策 3-2-2

地産地消の推進

成果指標 〔単位〕
現状値

（R５年度）
目標値

（R９年度）
目標値

（R１３年度）

農業産出額（暦年）〔億円〕 460 465 470

漁業産出額（暦年）〔億円〕 75 76 77

認定農業者数の

減少の抑制

抑制率〔％〕 ―
推計値より

10％抑制

推計値より

10％抑制

認定農業者数

〔経営体〕
1,460 1,395以上 1,330以上

熊本市の農水産物が好き、応援

したいと感じる市民の割合〔％〕
95.1 98.0 100

計画の達成状況及び進捗状況を測るため、次の成果指標を設定します。

1 施策体系

2 成果指標

３ 第2次計画の振り返り

▸ 全国屈指の園芸産地として、全国上位の農業産出額や農業経営
 体数、県下一の認定農業者数を誇る。

▸ 農水産業の産出額及び販売農家１戸あたりの出荷額等が増加。

▸ 今後、SDGsの理念の社会的浸透、国が推進する「みどりの食料
システム戦略」、改正「食料・農業・農村基本法」を踏まえつつ、
特に次の事項についての対応が必要との認識。
・農業における生産性向上と持続性の両立（良質な農産物の安定生産、環境

負荷低減に向けた取組の充実、広域化する鳥獣被害の対策強化など）
・地球温暖化等に対応したノリ養殖業や漁業資源の回復に向けた取組
・少子高齢化を背景に農漁業従事者が減少し、高齢化する中での、認定農業
者等の継続的な育成・確保、多様な担い手の確保

・災害や環境変化にも対応した生産基盤の着実な整備と適切な保全
・本市農水産物のブランド化や販路開拓・拡大、農水産業への理解の醸成に
向けた農水産業・農水産物の情報発信や交流促進、地産地消の充実

※ 下線部：第2次計画からの主な変更箇所

熊本市農水局

１



５． 計画の推進体制

４. 施策内容（主な課題と取組）

・ 気象災害、気候変動、病害虫等への対策 （施策1-1-2）

・ 鳥獣被害対策の強化 （施策1-1-2）

・ 環境負荷低減に資する生産方式等の推進 （施策1-1-3）

・ 良質な農産物の生産振興と生産性向上等の推進 （施策1-1-1）

1 競争力の高い農水産業の振興

・ 獲れる・稼げる水産業の推進 （施策1-2-1, 1-2-2）

スマート農業の技術・機械の導入／
スマート農業の普及拡大につながる情報の
収集と周知 など

台風などの気象災害に強い生産施設の導入／病害虫対策／
耐暑性品種の導入 など

鳥獣を集落に寄せ付けない環境整備／侵入防止柵の整備／
捕獲体制の強化 など

化学合成農薬・化学肥料の使用低減／良質な堆肥を用いた
土づくり／みどり認定の推進 など

生産技術の向上／優良品種や生産性向上に
つながる機械・施設の導入 など

2 しなやかで強い経営基盤の確立

・ 農業経営の円滑な継承 （施策2-1-1）

・ 農地の集積・集約化と有効利用 （施策2-1-2 , 2-2-1）

・ 農地や漁場、関係施設等の整備・保全 （施策2-2-1, 2-2-2）

農地や漁場の整備・保全／排水機場やため池、漁港施設などの
関係施設の整備・維持管理 など

「地域計画」等に基づく、将来を見据えた農地の集積・集約化／
農業と他産業との両立を目指した土地利用調整 など

親子継承や第三者継承など、経営体ごとの事情に
応じた伴走型の支援 など

温暖化などの環境変動へ対応したノリ養殖／アサリなどの
漁業資源の回復 など

合理的な価格形成を目指した大消費地での効果的な
プロモーションや多様な販売形態の推進／台湾や米国
等に対するマーケットインの手法による輸出拡大 など

3 農と食の魅力創造

・ 国内外における販路の開拓・拡大 （施策3-1-1）

・ 農水産業への理解の醸成 （施策3-2-1、3-2-2）

・ 担い手の育成・確保と経営力向上（施策2-1-1）

新規就業者や農漁業後継者、認定農業者等の
育成・確保／多様な人材の確保・定着／
地域コミュニティの維持・活性化／
「くまもと農業経営相談所」等の利用推進／
女性農業者の経営参画と活躍 など

各種イベントの開催／
多様な視点・媒体を活用した
効果的な情報発信／
食を通した魅力発信／
農産物直売所の活性化／
小学校での食育活動 など

・ スマート農業の取組の拡大 （施策1-1-1）

挿 絵

 ← 施策目標に対応した取組を紹介中!!
 【（検討中）熊本市公式YouTubeチャンネルなど】

準備中

準備中

準備中

 ← 施策目標に対応した取組を紹介中!!
 【（検討中）熊本市公式YouTubeチャンネルなど】

 ← 施策目標に対応した取組を紹介中!!
 【（検討中）熊本市公式YouTubeチャンネルなど】

熊本市唯一の道の駅「すいかの里 植木」
年間利用者は27万人を超えます。

元三排水機場：農地だけでなく、住宅地
の浸水も防止しています。

熊本県のノリの生産量は全国第3位☆
高水温をのり切るノリ養殖を目指します。

・   ・

小学校での食育活動：食や食文化も含めて、
農水産業について幅広い理解を深めます。

ICTやAI技術を活用し、生産施設の自動
制御など、スマート化を進めます。

全国区の農産物を多数擁する園芸産地のトップランナー
として、生産性や品質の向上に挑戦し続けます！

新規就農者

認定農業者

小規模農家

高齢者
障がい者

【農福連携】

農外企業等

集落営農組織

外国人材

地域農業の将来像を描いた
「地域計画」の推進

飲食店等と連携し、食を通して熊本の魅力を
発信します。

２

挿 絵 挿 絵

挿 絵 挿 絵 挿 絵


